
令和７年度の主な
自殺対策事業について

川越市保健所 保健予防課

資料５



自殺予防週間（9月10日〜16日）にあわせ、命の大切さや心身の健康
についての理解と認識を深めるとともに、安全・安心な鉄道利用と一
般運輸事業への理解を図るため、市内在学の中学生・高校生からポス
ター作品を募集し、駅構内に掲示することで鉄道利用者への理解と啓
発を図る。
主催 川越市保健所
後援 東日本旅客鉄道(株)、西武鉄道(株)、東武鉄道(株)
掲示期間 令和７年９月１０日（水）〜３０日（火）
掲示場所 ＪＲ川越駅、東武東上線川越駅、

川越市駅、霞ヶ関駅、
西武新宿線本川越駅

応募対象 川越市内在学の中学生、高校生
実施結果 合計３６点
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自殺対策の主な事業
①「命の大切さを伝える」鉄道ポスター展



自殺対策強化月間（3月）にあわせ、命の大切さや心身の健康につい
ての理解と関心を深めるとともに、安全・安心な鉄道利用を図るため、
日常的に鉄道を利用する通勤者や通学生を主な対象とした街頭キャン
ペーンを実施する。
主催 川越市保健所
協力 東日本旅客鉄道(株)、

西武鉄道(株)、東武鉄道(株)、
(福)埼玉いのちの電話

日時 令和8年3月実施予定
場所 ＪＲ川越駅、東武東上線川越駅、

本川越駅の各改札周辺
啓発品 啓発カード入りポケットティッシュ
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②「命の大切さを伝える」鉄道街頭キャンペーン

自殺対策の主な事業

令和6年度の様子



目的 精神保健福祉に関する正しい理解と知識の普及、情報提供を図
り、こころの健康づくりを推進することを目的とする。

日時 令和７年１０月５日（日）午後２時〜４時
場所 ウェスタ川越 ２階 活動室１、２
内容 「発達障害って何？

〜生きづらさを軽くする道しるべ〜」
講師 黒坂真由子氏
対象 市内在住、在学、在勤の方
参加者 ６０名
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③メンタルヘルス講演会

自殺対策の主な事業



目的 自殺の危険を示すサインに気づき、適切な対応（悩んで
いる人に気づき、声をかけ、話を聞いて、必要な支援につ
なげ、見守る）を図ることができるゲートキーパーの養成

内容 「自殺予防とゲートキーパーの役割」
（ゲートキーパーの役割と対応方法についての講義と演習）

講師 NPO法人子育て応援隊むぎぐみ
喜多見学氏（臨床心理士・公認心理師）

対象（１回目）大東地区の自治会長
及び参加を希望する方

（２回目）市内在住、在学、在勤の方
（３回目）保健指導主事

参加者（１回目）8月5日(火)実施 17名(大東公民館)
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④ゲートキーパー養成研修

自殺対策の主な事業



(1)「広報川越」への特集記事の掲載
市広報誌は毎月1日に市内全戸及び市庁舎にて配布（約17万部）

令和7年5月号より
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⑤その他の対策

自殺対策の主な事業



(2)シャトルバス内のデジタルサイネージの掲出
運行バス 全１２台
放映時間 １枠１５秒
（約１２分毎に１度放映）
期間 ５月１日〜１５日

９月１日〜３０日
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⑤その他の対策

自殺対策の主な事業



(3)図書館・市主催イベントでの啓発ポスター掲出、啓発品配布

ポスター カード入りティッシュ
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⑤その他の対策

自殺対策の主な事業



(3)図書館・市主催イベントでの啓発ポスター掲出、啓発品配布

ポスター カード入りティッシュ のぼり
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⑤その他の対策

自殺対策の主な事業



(4) リーフレット、チラシ等の啓発物

川越市相談窓口 精神保健医療マップ 心の相談窓口一覧
リーフレット(A4・8頁) (A4・3ツ折り) チラシ(A4・両面)
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⑤その他の対策

自殺対策の主な事業

※心の相談だけでなく、健康、
家庭、法律、経済、学校、住ま
い等に関する他課の相談機関も
掲載しています



(5)公用車への相談窓口周知用マグネットシートの掲出
公用車 １２１台
掲出位置 ドア等
期間 年３回

（５月、９月、３月）

マグネットシート
300㎜×500㎜
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⑤その他の対策

自殺対策の主な事業



(6)駅のコンコースへの横断幕の掲出
場所 川越駅東口直結コンコースの交差点上 ３箇所
枚数 ３枚
期間 年３回（５月、９月、３月）

横断幕 700㎜×5,000㎜
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⑤その他の対策

自殺対策の主な事業



(7)踏切への自殺予防看板の掲出
場所 市内踏切 12箇所
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⑤その他の対策

自殺対策の主な事業


